
1981年出上の木簡

一
九
八

一
年
出
上
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
例
年
の
よ
う
に
関
係
各
位
の
御
協
力
を
得
て
、　
一
九
八

一
年
に

発
掘
さ
れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、
四
〇
に
近
い
報
告
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
報
告
件
数
が

一
挙
に
昨
年
ま
で
の
約
二
倍
に

な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
内
、
約
三
分
の
二
が
新
た
に
木
簡

を
出
土
し
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
木
簡
の
出
土
例
が
な
か
っ

た
長
野

・
群
馬

。
福
井

・
岡
山
の
各
県
で
も
、
出
土
例
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
木
簡
の
出
土
件
数
は
、
種
々
の
条
件
に
よ

つ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
、
増

加
し
た
原
因
も

一
概
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
本
学
会
の
活
動
が
諸
方
面
の
御

理
解
を
得
て
、
情
報
の
広
範
な
収
集
が
可
能
に
な

つ
て
き
た
こ
と
も
与

っ
て
い

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
今
後
と
も

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

木
簡
の
出
土
点
数
の
面
で
は
、
宮
跡
を
中
心
と
す
る
古
代
遺
跡
が
、
例
年
の

よ
う
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
遺
跡
の
年
代
の
面
で
、
中
世
以
降

の
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
、
こ
注
ま
で
の
傾
向
と
大
差
な
い
。
試
み
に
前

年
ま
で
の
例
に
な
ら
っ
て
、
出
土
遺
構
に
重
点
を
置
き
つ
つ
遺
跡
を
分
類
す
れ

ば
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

（古
代
）
都
城
　
平
城
官
跡

・
藤
原
官
跡

。
長
岡
京
跡

離
官
　
蔦
羽
離
官
跡

地
方
官
衝

・
城
柵
　
尾
張
国
府
跡

・
下
野
国
府
跡

。
多
賀
城
跡

。
胆
沢
城

跡

。
道
伝
遺
跡

。
高
堂
遺
跡

・
大
学
府
跡

寺
院
　
郡
山
遺
跡

集
落
　
笹
原
遺
跡

。
漆
町
遺
跡

集
落
な
い
し
官
衝
　
坂
尻
遺
跡

・
恒
川
遺
跡

・
三
ツ
寺
Ｉ
遺
跡

。
大
森
鐘

島
遺
跡

不
明
　
佐
堂
遺
跡

。
九
州
大
学

（筑
紫
地
区
）
構
内
遺
跡

（中
世
）
館

・
城
郭
　
下
津
城
跡

・
小
川
城
跡

・
道
照
遺
跡

・
湯
川
神
社
境
内
遺
跡

寺
院
　
長
門
国
分
寺
跡

・
野
田
地
区
遺
跡



都
市
　
一二
条
西
殿
跡

集
落
　
安
田
遺
跡

・
百
間
川
遺
跡
群

。
草
戸
千
軒
町
遺
跡

・
辻
田
西
遺
跡

不
明
　
南
吉
田
薦
山
遺
跡

・
長
野
遺
跡

（近
世
）
官
衝
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡

城
郭
　
若
江
遺
跡

・
大
坂
城
三
の
九
遺
跡

寺
院
　
法
隆
寺

次
に
出
土
木
簡
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
報
告
に
関
係
者

に
よ
る
要
を
得
た
解
説
が
あ
り
、
特
に
出
土
点
数
も
多
く
内
容
的
に
も
特
色
の

あ
る
平
城
官

・
長
岡
京

。
下
野
国
府

・
郡
山
遺
跡
な
ど
に
つ
い
て
は
充
実
し
た

内
容
と
な

つ
て
い
る
の
で
、
再
説
の
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
れ
ら
に
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
点
を
中
心
に
、
若
干
の
私
見
を
記
し
て
お
き
た
い
。

七
世
紀
代
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、
木
簡
の
も
つ
意
味
が
大
き
い
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
大
阪
八
尾
市
の
佐
堂
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
「
五
十
戸
」

の
木
簡
は
、
そ
の
方
面
の
史
料
を
新
た
に
加
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
出
土
遺
構
の
性
格
か
ら
い
っ
て
、
年
代
を
確
定
で
き
な
い
の
は
遺
憾
で
あ

平城官跡
良女子大学構内
跡
隆寺

藤原宮跡

長岡京跡

三条西殿跡

蔦羽離官跡

若江遺跡

佐堂遺跡

大坂城三の九

小曽根遺跡

尾張国府跡

下津城跡

坂尻遺跡

※小川城跡

※恒川遺跡

※三ノ寺Ⅱ遺跡

下野国府跡

多賀城跡

郡山遺跡

胆沢城跡

道伝遺跡

笹原遺跡

寺遺跡

田遺跡

森鐘島遺跡

堂遺跡

漆町遺跡

南吉田葛山遺跡

間川遺跡群

草戸千軒町遺跡

照遺跡

長門国分寺跡

野田地区遺跡

湯川神社境内遺

大宰府跡
※九州大学
構内遺跡
長野遺跡

辻田西遺跡

奈良市

奈良市

奈良・斑鳩町

奈良・橿原市

京都府

京都市

京都市

大阪 。東大阪市

大阪・八尾市

大阪市

大阪・豊中市

愛知・稲沢市

愛知・稲沢市

静岡 。袋井市

静岡・焼津市

長野・飯田市

群馬 。群馬町

栃木・栃木市

官城 。多賀城市

宮城・仙台市

岩手・水沢市

山形・川西町

山形 。米沢市

山形・酒田市

山形・酒田市

福井・清水町

石川・小松市

石川 。小松市

石川・押水町

岡山・岡山市

広島・福山市

広島 。東広島市

山口・下関市

和歌山 。吉備町

和歌山・御坊市

福岡 。太宰府市

福岡 。大野城市

福岡・北九州市

福岡・北九州市

14101古代
381近世
21近世
11古代
2241古代
31中世
11古代
11近世
11古代
121近世
11中世
11古代
141中世

11古代
11中世
11古代
41古代
61古代
31古代
31古代
31古代
31古代
31古代
31不明
21中世
11古代
21古代
21古代
11中世
11中世
11中世
11中世
21中世
41中世
11中世
171古代
21古代
11不明
21中世

別表 1981年 出上の木簡 ※は木簡新出遺跡



1981年出上の木箔

る
が
、
書
風
か
ら
み
て
少
な
く
と
も
八
世
紀
初
頭
を
下
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

「種
田
五
十
戸
」
の

「種
」
の
芳
り
が

「重
」
と
な
ら
ず
、
筆
画
に

「
里
」
の
字
画
を
と
ど
め
て
い
る
の
も
隷
書
体
に
近
く
、
や
は
り
古
い
要
素
と

い
え
る
。
な
お

「種
」
に
は
ウ
ウ

（殖

・
植
）
の
訓
も
あ
り
、
「種
田
」
が

「
ウ

エ
ダ
」
で
あ
る
可
能
性
も
存
し
て
お
く
べ
き
よ
う
に
思
う
。

八
世
紀
の
木
簡
に
関
し
て
は
、
本
年
は
平
城
宮
跡
、
と
り
わ
け
平
城
官
南
面

西
門
で
の
出
土
点
数
が
際
立

っ
て
い
る
。
南
面
西
門
の
木
筒
の
意
義
は
、
今
泉

隆
雄
氏
の
解
説
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
は
こ
の
中
で
、
出
土
木
筒
や
墨
書

土
器
、

『拾
芥
抄
』
所
載
の
皇
嘉
門
の
別
称
な
ど
か
ら
、
南
面
西
門
を
若
犬
養

門
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
平
安
京
の
街
路
名
や
平
安
官
諸
門
の
異
名

な
ど
に
は
、
平
城
官
時
代
に
ま
で
遡
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が

（拙
稿

「南
都
所
伝
官
城
図
残
欠
に
つ
い
て
」
古
文
書
研
究
二
〇
号
）
、　
こ
の

意
味
で
も
今
泉
氏
の
推
定
に
賛
意
を
表
し
た
い
。
な
お
南
面
西
問
で
は
、
解

・

移

・
牒
な
ど
の
文
書
木
筒
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
催
造
司
主
典
あ
て
と

み
ら
れ
る
御
門
司
所
解
が
あ
る
。
公
式
令
の
解
式
は
、
充
所
を
示
さ
な
い
の
が

決
ま
り
で
あ
る
が
、
藤
原
官

・
平
城
官
の
木
筒
や
正
倉
院
文
書
に
は
、
往
々
充

所
の
あ
る
解
が
あ
り
、
当
時
の
文
書
制
度
を
考
え
る
上
に
注
意
さ
れ
る

（拙
稿

「
奈
良
時
代
以
前
の
解
」
、
『
鎌
倉
遺
文
』
鰯
月
報
）
。
こ
れ
も
そ
の
一
例
に
数
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
習
書
で

「
論
語
序
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
通
行
の

テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
た
何
晏
の

『論
語
集
解
』
冒
頭
に
あ
る

「論
語
序
」
の
最
初

の
三
字
を
習

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
何
晏

『集
解
』
の
流
布
を
映
し
た

一
史

料
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
他
、
九
州
大
学

（筑
紫
地
区
）
構
内
遺
跡
出
上
の
八
世
紀
の
木
簡
は
、

断
片
的
な
が
ら
、
当
時
の
田
制
関
係
史
料
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
石
川
県

高
堂
遺
跡
の
木
簡
二
点
の
う
ち
、
人
名
を
記
し
た
も
の
は
、
見
取
図
に
よ
る
と

「
八
木
造
多
宿
女
」
と
も
読
め
そ
う
で
あ
る
。
氏
姓
史
料
と
し
て
今
後
の
検
討

が
ま
た
れ
る
。

さ
て
最
後
に
な
っ
た
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
本
年
も
中
世
、
近
世
の

木
筒
が
か
な
り
の
件
数
に
の
ば

っ
た
。
こ
れ
ら
を
木
簡
と
呼
ん
で
よ
い
か
ど
う

か
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
木
簡
に
つ
い
て
は
、
別
に
伝
世

品
が
あ

っ
た
り
、
類
似
品
が
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
よ
う

で
あ
り
、
こ
の
点
、
多
く
の
古
代
木
筒
の
場
合
と
は
事
情
の
異
な
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
今
回
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
、　
巡
礼
札

（三
条
西
殿
跡
）
、　
物
忌

札

（漆
町
遺
跡
）
、
塔
婆

（下
津
城
跡

・
南
吉
田
葛
山
遺
跡
）
、
柿
経

（明
成
寺

遺
跡

・
安
田
遺
跡
）
、
児
符

（
百
間
川
遺
跡
群
）

な
ど
が
そ
の
典
型
的
な
例
で

あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、　
遡

っ
て
外
国
や
古
代
の
例
を
検
討
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
各
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
た
遺
品
と
し
て
、

伝
世
品

。
現
存
例
と
の
綜
合
的
研
究
が
、
む
し
ろ
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
に
呪
符
な
ど
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
最
近
に
は

『
草
戸
千

軒
―
―
木
簡

一
―
―
』
の
刊
行
も
み
た
が
、
こ
う
し
た
研
究
の
進
展
が
、
不
明

瞭
な
木
簡
の
概
念
を
自
ら
粥
確
化
し
て
ゆ
く
側
面
も
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（東
野
治
之
）




